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NICTと東京大学が中心になって「仮

想化ノード・プロジェクト」が進めら

れています。現在のインターネットの

問題点を解決し、ユーザーのさまざま

なニーズに応えられるネットワークを

仮想化ノードによって自由に作ること

のできる「ネットワーク仮想化」とは、

どのようなものなのか。プロジェクト

の中心で研究を進めるNICTの客員研

究員でもある東京大学の中尾彰宏准教

授にお話をうかがいました。

「持続的進化」と「多様性」が
ネットワーク仮想化のキーワード

　　 ネットワーク仮想化についてお話を

うかがう前に、まず、その背景からお聞か

せください。 今のインターネットのどこ

が問題で、なぜこのような構想が生まれ

たのでしょうか。

中尾：今のインターネットの問題点か
らお話しましょう。今のインターネッ
トは、複数のネットワークをルーター
でつないで1つにした、いわば「ネット
ワークのネットワーク」ですが、例えば
研究者が考案した新しいプロトコルを
即座に実装して利用したり、帯域（一定
時間に送受信できるデータ量）や遅延

時間（再送信やエラー訂正まで含めて
データが到達するまでにかかる時間）を
保証してデータを送ることができない
とか、セキュリティが完全でないといっ
た問題があります。こうした問題を解
決するためには、ネットワークを一か
ら全部作り直さなくてはいけませんが、
とても大きなコストがかかります。
　こうなってしまったのは、インター
ネットが持続的に進化できる構造に
なっていないからなのです。今研究し
ているネットワーク仮想化では、持続
的な進化が可能になるようなネット
ワークを作りたいと考えています。持
続的に進化が可能というのは、今使っ
ているインターネットと新しいイン
ターネットが同じ地域に同時に存在し
て運用されているけれども、利用者は
意識せずに使っていて、シームレスに
新しいインターネットに切り替えがで
きる、ということです。
　もう１つ、今のインターネットには
問題がたくさんあるけれど、次のイン
ターネットはどう変えていくのが一番
良いのかは、試してみないと分からな
いという面があります。もしかすると、
今までのインターネットのように１つ
のものをみんなが合意の上で使ってい
くのではなく、複数の種類のインター
ネットが存在し、ユーザーが用途に合
わせて一番使い勝手の良いインター
ネットを利用するという姿が望ましい
かもしれません。
　複数のインターネットがあって、ユー
ザーが選んでいける仕組みを実現する
には、いくつかの方法があります。１つ

は、インフラを複数用意して、完全に
別々のネットワークを作るという方法
です。しかし、それではコストがかかっ
て仕方がない。私たちが考えている
ネットワーク仮想化とは、インフラは
共通にして、その上に完全に独立した
仮想的なネットワークをいくつも作っ
ていきましょうというものです。この、
仮想的なネットワークを私たちは「ス
ライス」と呼んでいます。
　　 スライスとはどのようなものなのか、

もう少しご説明ください。

中尾：インターネットというのは小さ
いネットワークがさらにネットワークを
作る形になっていますが、スライスと
いうのはそれを横に輪切りにしたよう
なものです。ケーキとかチーズを横に
切ることをスライスと言いますが、そ
ういうイメージですね。ネットワークも、
チーズをスライスするように切って、
例えば、スライス1には現在のインター
ネットで使用されている「IPv4」とい
う手順で通信するネットワーク、スラ
イス2にはこれからのインターネットで
標準となる「IPv6」という手順で通信
するネットワーク、スライス3にはnon-
IPつまりインターネットとは全く違う
手順で通信するネットワークといった
風に、重ねて運用することができます。
　スライスとスライスの間は完全に独
立です。これを「アイソレート（分離）」
と言います。例えばスライスを1000個
作れば、1000個の全く違うネットワー
クを構築できる。こうすることで、ユー
ザーの要求に応じた、あるいはある用
途に特化したネットワークができると
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いうことです。
　　 ネットワーク仮想化のインフラの部

分は、現在のインターネットで使っている

プロトコルやインフラを利用するのでしょ

うか？ それとも、新しいインフラが必要

なのでしょうか。

中尾：現在行っているデモンストレー
ションでは、現在のプロトコルの上に
スライスを載せていったらどうなるか
という実験を行っています。まずは、
現在のプロトコルでこういう世界を作
る必要があると考えています。今後は、
光パス技術を使えば、光は波長ごとに
違ったネットワークを簡単に構築でき
ますから、将来的にはその方向に進む
と思っています。ネットワークのアー
キテクチャも、最終的には全く異なる
ものを想定しています。

ネットワーク仮想化を作るため
のルーターとは

　　 まずは、現在のインターネット上に

ネットワーク仮想化を作るとして、実際に

はどのような技術を用いるのでしょうか。

中尾：今私たちが作っている仮想ネッ
トワークは、現在のインターネットプ
ロトコル上にトンネル、VLAN、MPLS
などを用いてスライスを構築します。現
在はＧＲＥ-Ｔａｐ（ＧＲＥ-Ethernet）とい
うトンネルを用いて仮想リンクを構成
していますが、様々な既存のリンク技
術を利用できるアーキテクチャであり、
将来的に光パスによるスライス構成も
可能と考えています。しかし、スライ
スは単なる論理ネットワークではなく、
ノード内部でプログラムを実行可能な
構造になっています。このような仕組
みで構築したスライスを使うと、例え
ば、クラウドにアクセスするのに、全
く新しいプロトコルを使って、現在は
実現しにくい堅牢なアクセスや効率的
なアクセスを実現することが可能です。
　　 コンピューターの世界では、今までに

も仮想ネットワークと言われているものは

ありました。それらと、ネットワーク仮想化

のスライスは、何が違うのでしょうか。

ネットワーク仮想化とはどんなものか？（1）
仮想化ノードによって作りだされるネットワーク

コンピュータの世界では、古くから「仮想化」という概念がさまざまな形で利用されている。

あるOS上で別のOSを動作させる技術や複数のハードディスクを1つのハードディスクとして

扱う技術など、既に存在する機材・資源を有効活用して、新しい機能を持たせるのが仮

想化技術である。

NICTと東京大学が中心になって研究を進める「仮想化ノード・プロジェクト」は、さら

に一歩進んだ技術で、既存のネットワーク上に仮想のネットワークを構築していく。独自のネッ

トワークを自由に構築できる一方、ネットワーク回線など既存のリソース（資源）を流用する

ことで導入コストを低く抑えることができる。

仮想化ノード・プロジェクトでは、仮想化されたネットワークを「スライス」と呼ぶ。１つ

のスライスが、独立した１つのネットワークとなる。それぞれのスライスを生成するのが仮想

化ノードである。

ネットワーク仮想化の概念を理解するためには、インターネットというひと塊のネットワーク

を横に輪切りにしたイメージを思い浮かべるとよい。インターネットはインターネットとして存在

したまま、スライスされたそれぞれの層が独自のネットワークとして情報をやり取りする。別の

言い方をすれば、ネットワークの上に別のネットワークのレイヤー（層）が重なっている。そ

れぞれのネットワークは異なる機能、異なるプロトコル、異なる形をとることができる。

安全性の高いネットワーク構築が可能
現在のインターネットで高度なセキュリ

ティを求める場合、VPN（Virtual Private 

Network）技術が利用されることが多い。

VPN技術とは、インターネットなどの公衆

回線を専用回線のように利用する技術の

ことである。VPNでは、同じネットワークを

利用している以上、第三者による盗聴と

いった危険性を完全に排除することはでき

ない。専用線を引いて独自のネットワーク

を構築すればより高い安全性が確保され

るが、負担するコストは高くなる。

仮想化ノード技術を利用すれば、それぞれ独立した（アイソレートされた）ネットワークを

構築することができるため、安全性の高いネットワークが実現できる。さらに、現在インター

ネットで使われているTCP/IP以外のプロトコルを使用することもできるので、権利のない第

三者が不法にアクセスすることは、ほぼ不可能になる。

スライス１

スライス３スライス２ルーター
スライス３の
プログラム

スライス２の
プログラム

スライス１のプログラム

図１●ネットワーク仮想化の概念図

インターネット

VPN

端末２

端末１

A B

端末2a 端末2b

端末1a
端末1b 仮想化ノードによるアイソレート

図2●VPNとの比較

解説①
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ネットワーク仮想化とはどんなものか？（2）
ネットワーク仮想化を実現するためのハードウェア
ネットワーク仮想化は、既存のネットワークを利用する

ことができるが、すべて今のままで利用可能になるわけで

はない。キーとなるハードウェアが、仮想化ノードを構成

するルーターである。

仮想化ノード・プロジェクトに利用されるルーターは、ルー

ティング機能を担うリダイレクタ部分と、ネットワーク仮想化

を実現するためのプログラムが稼動するプログラマ部分

に分けられる。プログラマ部分にプログラムを追加するこ

とで、新たな仮想のネットワーク（スライス）を追加してい

くことができる。

ネットワーク仮想化のアーキテクチャ
仮想化ノードがプログラムを追加できるといっても、無秩序に行われるわけではない。すべての仮想化ノードはドメイン・コントローラによってコ

ントロールされる。仮想化ノードは組み込まれたプログラムに従い、スライスを構築する。各々のスライスは、アクセスゲートウェイによって、イン

ターネットなどのネットワークと接続される。

仮想化ノード・ルーター
写真は2010年6月7日～11日に幕張メッセで開かれたInterop Tokyo 

2010で公開された仮想化ノード・ルーターである。ラックの上半分がプロ
グラマ、下半分がリダイレクタとなっている。開発中の試作モデルのため、
現在は高価だが、仮想化ノード・プロジェクトの成果が普及し、仮想化ノー
ド・ルーターの低コスト化、コンパクト化が進めば、このような機能をもっ
たルーターが一般家庭に設置されるようになるだろう。
また、ネットワークのインフラも現状のプロトコルをはじめとするインフラで
はなく、複数の周波数を同時に利用できる光ネットワークの利用が望まし
い。ただし、イーサネットから光へ一気に切り替わるとは考えにくく、現状
のプロトコルと光が共存した形で少しずつ置き換わっていくことになるだろ
う。ネットワーク仮想化のユーザーは、こうした転換を意識することはない。

スライス2

プログラム

プログラマリダイレクタ

スライス３

スライスn

スライス1

仮想化ノード

図3●仮想化ノード（ルーター）構成

多彩な端末
（アプライアンス・センサー）

クラウド1

クラウド2

図4●仮想化ノード・アーキテクチャ

図5●Interop Tokyo 2010でNICTブースに設置された仮想化ノード・ルーター

解説②
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中尾：違いは、大きく２つあります。
１つは、これまでに使われているVPN
は、仮想的な直結通信回線を作る技術
です。現在のIPネットワークの多重化
でしかなく、新しいプロトコルを実装
することはできません。しかし、ネッ
トワーク仮想化ではそれができるよう
になります。もう１つは、完全にアイ
ソレートされた環境なので、これまで
御法度とされてきたルーターの上での
パケット処理（In-Network Processing) 
などが可能になるのです。新しいプロ
トコルを解釈できるプログラムを導入
することで自分の好きなネットワーク
機能を自由に構築できる、これが一番
新しいところです。
　完全にアイソレートされた環境でど
のような世界が実現できるかお見せす
るために、今、私たちはいくつかのデ
モンストレーションを行っています。
　　 今までのネットワークでは、ルーター

はシンプルなものであるほど良いという常

識があったように思うのですが、ネットワーク

仮想化では、ルーター自体がかなりインテ

リジェンスをもつことになりますね。

中尾：ネットワークの骨格を作るリダ
イレクタの部分はできるだけシンプル
にして、その代わりプログラムを入れ
る部分は、PCや、ネットワークプロセッ
サーや、最近はやりのマルチコアネッ
トワークプロセッサやGPGPUなどの最
新の計算機資源を入れて複雑さを許容
します。この2つをセットで使うことに
よって、ネットワーク仮想化を実現し
ます。
　ルーターというと、一般のご家庭に
も既にたくさん入っているものを思い
浮かべるかもしれませんが、それとは
全く別のものです。私たちが作った最
初のプロトタイプは、ラックに入った
コンピューターで、単純に開発費で割
ると高価なものです。しかし、将来的
にはどんどん小さくなっていくでしょ
う。小型化することで、例えば、今皆
さんがご自宅のパソコンに入れている
ファイアウォールの機能を、ルーター
が肩代わりしてくれるネットワークを

作ることができるかもしれません。日々
アップデートがかかって、ユーザーは
何もしなくても、常に最新のファイア
ウォール機能が自宅で使えるようにな
ります。
　もっとも、ファイアウォールというの
はセキュリティ面でいうと１つのソ
リューションでしかありません。「IP
ネットワークを使わなければそもそも
セキュリティは破れないのではないか」
という、もっと大きな話も考えていま
す。国家機密を扱うようなネットワー
クに、皆が使っているようなIPネット
ワークのプロトコルではなく、全く違う
プロトコルを使えば、他の人には何が
送られているのか全く分からないよう
なネットワークを作ることができます。
　　 スライスの間でのデータのやりとり

が全くないから、それが可能になるわけで

すね。

中尾：そうですね。それから、最初に
お話しした帯域や遅延時間について
も、このルーターの機能を使って完全
に独立した世界を創っていくことで保
証できます。つまり、完全に通信品質
が保証された「予約されたネットワー
ク」として使うことが可能になってい
くのです。
　　 こうした新しいネットワークを作る

ための手段が仮想化ということですね。

中尾：私たちは仮想化することを目的
としているわけではないのです。本当
にやりたいのは、ネットワークの中に
プログラム性を入れることと、ネット
ワークをアイソレートして、スライスと
して切ることなのです。それにより、
新世代のネットワークが実現できる。仮
想化というのはあくまでも道具なので
すが、世の中では仮想化技術そのもの
に焦点が当たっている面もありますね。

国際競争にも一歩先んじた日本
3年後にはサービス提供を目指す

　　 今後、どのように計画を進めていか

れる予定なのでしょうか。

中尾：高機能のルーターを作っている
だけでは意味がないので、ユーザーに
アクセスしてもらうためのゲートウェ
イ装置や、ネットワーク全体を管理す
る管理システムまでひっくるめた形で
のアーキテクチャを作っていくことが
必要です。これらを全部まとめて、今
年の8月頃を目途にNICTが運用するテ
ストベッドネットワークであるJGN2plus
に入れようとしています。ベータユー
ザーに使っていただきながら徐々に世
の中に開放する予定です。このテスト
ベッドで、皆さんが自由にストレスな
く使える環境を用意したいですね。

JGN2plusは、NICTが推進する新世
代ネットワークの研究開発を支えるテスト
ベッドであり、また、先進的なネットワーク
の研究開発・各種アプリケーションの実
証実験を行う環境として、一般の研究者
にも広く利用いただける、オープンなテス
トベッドネットワークである。
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ネットワーク仮想化とはどんなものか？（3）
産学官の連携で進む研究
アメリカやヨーロッパでも、仮想化ノード・プロジェクトに類似したネットワーク仮想化技術の研究が行われている。欧米のプロジェクトが大学

や研究所が主体となって進められているのに対し、日本の仮想化ノード・プロジェクトは産学官が三位一体となっていることが大きな特徴となっ

ている。産学官が連携するメリットは、それぞれが得意分野を分担することで、研究開発のスピードアップを図れることである。また、理論だけ

でなく実際の利用シーンを想定したアイディアを、早いうちから仕様とし

て組み込むこともできる。

プロジェクトに参加している各社の分担を見てみよう。通信キャリア

であるNTTはネットワーク全体のコントロールを行うドメイン・コントローラ

部分を、富士通はクラウドのような別ネットワークとの出入り口となるア

クセスゲートウェイ部分を、日立製作所はルーター部分を、NECは制

御用のCPUチップというような分担が行われており、それぞれが別のス

ライスを使ったネットワーク実験を行っている。

進むネットワーク実験
ネットワーク実験の１つとして、NICTと東京大学が共同で行っているパケットキャッシュの研究を紹介しよう。例えば、動画サイトにアクセスし

て動画を閲覧する場合、現在の仕組みでは、アクセスごとに動画サイトのサーバーから動画データをダウンロードすることになる。データは「パケッ

ト」と呼ばれる小さなかたまりに分割され、ネットワーク上で送受信される。

パケットキャッシュのアイディアは、動画など大きなデータのパケットをルーターにキャッシュしておくというものである。１回目のアクセスは従来と

変わらないが、２回目以降のアクセスでは、キャッシュされていないパケットデータだけをダウンロードすればよい。パソコン側でもある程度はデー

タキャッシュを行っているが、トラフィックの削減にはあまり貢献してい

ない。パケットキャッシュが働くことで、データトラフィックを従来の

３分の１から８分の１に抑えることができると試算されている。

ネットワーク仮想化が描く未来
ネットワーク仮想化は、“必要に応じて必要な機能を持ったネットワークを自由に構築できる”という、柔軟性に富んだ新世代のネットワークを

目指している。

例えば、大規模でありながら堅牢なセキュリティが必要な国家運営や国防に関連するネットワーク、人がまったく介在しないセンサーネットワー

ク群、１回限りの期間限定ネットワークなど、どんなネットワークでもプログラムさえ組み込めば利用できるようになる。

将来、仮想化ノード技術を搭載したルーターのコストが下がり、一般家庭でも使われるようになれば、現在はパソコンが提供している機能の

一部をルーターに搭載することが可能になる。ファイアウォール機能、ウィルスチェック、フィッシング詐欺サイトの監視もネットワークの機能とし

て実現し、ユーザーが設定や更新をしなくても、完全に自動的に最新の監視状態が保持できる。

データ

データ
データ量　大１回目

動画配信
サーバー

キャッシュ
されていなかったデータデータ量　小

データ
データ

データ

データデータデータ

キャッシュ
されていたデータ

キャッシュ
キャッシュ

2回目以降

ドメインコントローラ

仮想化ノード

アクセス
ゲートウェイ

インターネット

アクセスゲートウェイ

NEC
日立

富士通

NTT

図6●仮想化ノード・プロジェクトでの各社の分担

図8●パケットキャッシュの効果デモ画面図7●パケットキャッシュの流れ

解説③
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　　 既に参加されている企業があります

が、今後、別の企業が参加していくこと

はあるのでしょうか。

中尾：あります。それぞれの企業が一
番得意とされている、卓越したエンジ
ニアリングと研究開発力をプロジェク
トの中に取り込んでいきたいと考えて
います。アーキテクチャ全般は私のア
イデアを基にしていますので、ここは
こうしたら良いのではないかという提
案を企業の研究者からいただいて、ま
とめていくのが私の責任だと思ってい
ます。
　　 海外にもこういった試みはあるので

すか？

中尾：ありますね。アメリカではGENI
というプロジェクトが走っていて、全
米の大学が協力してプロジェクトを進
めています。ヨーロッパにはFIREとい
う同じようなプロジェクトがあります。
私たちのプロジェクトの規模は彼らよ
り小さいのですが、既に企業を巻き込
んでいるというのが大きなアドバン
テージになっています。アメリカやヨー
ロッパも日本の動きは無視できないと
思っています。今年から国際接続の話
し合いを始めています。アジアとアメ
リカとヨーロッパで、別々の方式を作っ
ても仕方がないので、これをうまくつ
なぎ合わせる仕組みはないかと考え始
めています。ですので、ガラパゴス状
態ではなく国際連携を進めています。

ネットワークの機能や性質に
値段がつく時代が来る

　　 これから検討しなければいけないこ

とがたくさんありそうですね。

中尾：私が最近気にかけているのは、
技術的な話だけではなくて、ビジネス
モデルとか社会的な影響に関すること
です。総務省の新世代ネットワーク
フォーラムの中に、技術を社会的に評
価していくアセスメントワーキンググ
ループというところがありまして、今
年から、ネットワーク仮想化とクラウ
ドネットワーキングの社会的なインパ

クトを評価していこうとしています。
新しいネットワークが世の中に出て行
くと、新しいマーケットができ、非常
に大きなインパクトがあるだろうと予
想しています。それを経済学者の方な
ども入れて予測していきたい。１年間
かけてレポートを出すというのが目標
です。
　　 このような仮想化の技術が一般に広

がるためには、ユーザーがそれを欲しいと

思うキラーアプリケーションなどが必要な

のではないかと思いますが。

中尾：そうですね。最初に考えている
のはクラウドとの連携です。クラウド
というのはデータセンターの中だけの
仮想化でしかなくて、リソースの一部
をある会社に切り売りしているわけで
す。このアクセス部分をアイソレート
したスライスにして、しかも新しいプ
ロトコルを入れて、ネットワークも含
めて切り売りする。そういうことがで
きるようになれば、それはキラーアプ
リケーションになって、そこから大き
な動きが始まっていくと思います。
　　 ユーザーの立場から見ると、今まで

は「ネットワークにつながりますよ」とい

うことだけであったのが、「安全にクラウ

ドにつながるサービスがありますよ」とか、

「動画を高画質で見るサービスがあります

よ」というようになるのでしょうか。

中尾：「非常に廉価なネットワーク」と
か「非常に堅牢なアクセスを提供する
ネットワーク」とか、「緊急電話にも対
応できる可用性99.99%のVoice over 
IPもできます」と謳うようなサービス
なども考えられます。ネットワークの
狙い、性質、機能といったものがユー
ザーに見えていて、それに対して値段
がついていくことになるでしょう。
　　 今までの認識では、ネットワークは

あくまで情報を通すための「土管」でした

が、それ自体に特徴や付加価値がついて

くるわけですね。

中尾：ネットワーク仮想化は、いろい
ろな人がハッピーになるツールなので
す。ユーザーはネットワークが安く使
える。ネットワークの研究者は自分の
考えがすぐ世の中に出て行って、パイ
ロット的なサービスを実現できる。キャ
リアにとっては土管ではない付加価値
のあるネットワークが生まれる。ネッ
トワーク仮想化というのは、みんなが
ハッピーになれるようなシナリオが書
ける、そういうプロジェクトなのでは
ないかと思っています。
　　 本日はありがとうございました。
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平成22年度
「NICT科学技術ふれあいday」開催報告

　2010年4月24日（土）に、文部科学省が定めた科学技術
週間における行事の一環として、小学校高学年を対象とし
たイベント「NICT科学技術ふれあいday」を開催しました。
　今年度は、新世代ネットワーク研究センター先端ICTデ
バイスグループ寶迫巌グループリーダーが「目に見えない
光を捉えるテラヘルツカメラ」の講演を行い、それにちな
んだ工作教室として「身近なものでカメラをつくろう！」
を開催しました。
　講演では、「カメラは、光を映すだけではなく、目に見
えない光を捉えて社会の役に立っているカメラもある」と
いう話を、光の波長の話やカメラの仕組みをやさしく解説
した後、サーモカメラで温度の違う物を写して見え方の違
いを実演しました。工作教室では飲み物パック、黒い画用

紙、虫眼鏡など身近な材料を使って、オリジナルカメラを
作成しました。完成後は、おのおのカメラを覗いて焦点や
ピントの仕組みを学びました。終了後、参加者に記入して
もらったアンケートには、「カメラの仕組み・作り方や光・
人の目について、よくわかりためになった」「楽しかった」
等々の感想が書いてありました。
　参加した子どもたちにとって、今回のイベントは、今ま
で知らなかったことを知った喜び、もの作りの楽しさを体
験できた貴重な１日になったことと思います。最後には大
満足な笑顔一杯の記念写真を撮ることができました。今後
もこのようなイベントを通して、皆様に科学の楽しさを広
めていきたいと思います。

いろいろなカメラで実演中の寶迫巌グループリーダー NPO法人CANVASの熊井晃史氏によるオリジナルカメラ工作教室

笑顔一杯の記念写真
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原口一博総務大臣、けいはんな研究所ご来訪記
－最先端技術の体験－

　原口総務大臣が、5月8日（土）に、NICTけいはんな研
究所及び国際電気通信基礎技術研究所（ATR）を来訪さ
れました。NICTでは４つの研究の説明を熱心にお聞きに
なり、デモンストレーションをご覧になりました。
（１） 70インチの裸眼立体映像（眼鏡なし超多眼立体映像）

表示装置
（２） 見る、聞く、触れる、香るの４感覚による多感覚

インタラクション技術
（３）多言語音声翻訳
（４）音声対話によるインタフェース技術
　裸眼立体映像や多感覚インタラクションではあたかも実
物があるようだとの感想を持たれ、また多言語翻訳等では、
実用化にかなり近づいた技術力の高さを実感されたようで
す。大臣は、「限られた予算で意欲的に研究している。
NICTおよびATRが推進している脳と情報通信の融合は成
長戦略の鍵である。さらに、多言語翻訳、ロボットなど、
医療や遠隔操作、観光などに応用できる技術があり、これ
ら技術の研究開発に関して国としても積極的に推進してい
く必要がある。また、それらを実現するための高速のネッ
トワーク 〝光の道〞 の促進を進めていく」という感想を述

べられ、NICTの研究の重要性について強い印象を持って
いただいたようです。また、研究の環境整備についても自
由な研究環境が必要だという意見も述べられました。帰り
の車で早速Twitterに「NICTけいはんな研究所・ATRを
視察しました。世界をリードする日本の最先端研究。自動
翻訳をさらに高度化するコーパスベース手法。クラウド・
大容量・超高速の光の道が社会そのものを変革します。」
と投稿されていました。
　大臣来訪にあわせて報道関係７社が来所し、NHKニュー
ス、読売新聞、京都新聞、大阪日日新聞、神戸新聞、日刊
工業新聞、電波タイムズ等で報道されました。

多感覚インタラクションシステムを操作する原口一博総務大臣

多言語音声翻訳機の体験

けいはんな研究所 研究所長　中村 哲



共同受賞者：鵜澤 佳徳、Kroug Matthias（国立天文台）
武田 正典
　元NICT専攻研究員（現静岡大学）
小嶋 崇文（大阪府立大学）
藤井 泰範、野口 卓（国立天文台）

◎受 賞 日：2010/4/13

◎受 賞 名：超伝導科学技術賞
◎受賞内容：ALMA巨大電波望遠鏡バンド10用

超伝導SIS受信機技術の開発
◎団 体 名：（社）未踏科学技術協会

超伝導科学技術研究会

受賞者 ● 王 鎮（わん つぇん） 未来ICT研究センター ナノICTグループ グループリーダー

◎受賞のコメント：

　この度、私たちがNbやNbTiN超伝導
材料、デバイス技術を用いて、世界最高
性能のテラヘルツ帯超伝導SISヘテロダ
イン受信機の開発とALMA応用に成功し
た成果を評価していただき、低温・超伝
導100周年という記念すべき時期に、超
伝導科学技術賞を受賞したことはとても
光栄に思います。超伝導物質から使える
材料、実用化への道程は必ずしも平坦では
ないが、「人」と「自然」の調和を目指している21世紀において、低消費エネルギー性を
もつ超伝導材料、及びデバイス応用の研究を、微力でありながら推進して行きます。

共同受賞者：玉川大学、電気通信大学

◎受 賞 日：2009/7/5

◎受 賞 名：Second Place in RoboCup@Home

◎受賞内容：日常生活で人間を支援する自律ロボット
世界的競技で電気通信大・玉川大と
組織したチームeR@sers（イレイサー
ズ）として準優勝した

◎団 体 名：RoboCup Federation

知識創成コミュニケーション研究センター 音声コミュニケーショングループ 専攻研究員

知識創成コミュニケーション研究センター 音声コミュニケーショングループ 専攻研究員

受賞者 ● 岩橋 直人（いわはし なおと）
杉浦 孔明（すぎうら こうめい）

◎受賞のコメント：

　日本大会に続き、ロボカップ世界大会
に出場しました。予選では、ノイズ環境
下での高精度な音声認識が高得点につな
がりました。最終審査では、従来のロボット
では不可能であった参照的に依存した動
作学習を実証したことが高く評価され、
総合準優勝しました。

共同受賞者：谷口 忠大   
　元NICT専攻研究員（現立命館大学）

◎受 賞 日：2009/7/14

◎受 賞 名：日本知能情報ファジィ学会20周年
記念企画　優秀論文発表賞

◎受賞内容：複数予測モデル遷移のN-gram統計に
基づく非分節運動系列からの模倣
学習手法

◎団 体 名：日本知能情報ファジィ学会　
第25回ファジィシステムシンポジウム

受賞者 ● 岩橋 直人（いわはし なおと） 知識創成コミュニケーション研究センター 音声コミュニケーショングループ 専攻研究員

◎受賞のコメント：

　模倣学習は人間の学習能力の中で人間
の知能を特徴づける重要な能力です。こ
こで、模倣者が被模倣者の行動を教師と
しようとも、模倣者が被模倣者の動作の
「どの部分を真似るか？」という問題は、
人間は易々と行うにも関わらず、ロボット
が行うのは困難な問題の一つです。この
問題に対して、特徴的動作の低次元性と予測性に着目した有効な解決手法を開発し
ました。その功績が評価された事を大変嬉しく思います。

左から谷口忠大、岩橋直人

知識創成コミュニケーション研究センター 知識処理グループ 専攻研究員

知識創成コミュニケーション研究センター 知識処理グループ 主任研究員

知識創成コミュニケーション研究センター 知識処理グループ グループリーダー

知識創成コミュニケーション研究センター 知識処理グループ 客員研究員

◎受 賞 日：2009/12/8

◎受 賞 名：Best Paper Award

◎受賞内容：Moving Phenomenon: Aggregation 
and Analysis of Geotime-Tagged 
Contents on the Web

◎団 体 名：The 9th International Symposium 
on Web and Wireless Geographical 
Information Systems

受賞者 ● Kyoung-Sook Kim（キム キョンスク）
是津 耕司（ぜっつ こうじ）
木俵 豊（きだわら ゆたか）
清木 康（きよき やすし）

◎受賞のコメント：

　これまでの2年間、ウェブ情報と時空
間情報を統合する新しい方法を研究開発
して来ました。今回、この学会でベスト
論文賞を受賞できたのは、我々の研究が
他の専門研究者たちに認められた証であ
ると思うので本当に嬉しいです。今後も
この研究に基づき沢山の研究成果を出せ
るよう頑張りたいと思います。最後に、知識処理グループの皆様の支援に深く感謝
いたします。

左から是津耕司、キム キョンスク、木俵豊
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Prize Winners
◆受賞者紹介◆



●北陸リサーチセンター活動紹介(StarBED紹介)
ユビキタスネットワークシミュレータ(S t a r
BED)と安心、安全のためのICTをめざす次世代
ユビキタスネットワークシミュレーション技術の研
究開発を紹介しています。

●Web情報分析システムWISDOM
WISDOMの概要を紹介しています。
システムは、http://wisdom-nict.jp/で試
験公開中です。

＊  ブラウザのアドレスバーに http://www.youtube.com/user/NICTchannel を入力してEnter キーを押すと、“NICT Cｈannel”にアク
セスできます。
　“NICT Channel”から新しい動画の通知を受け取りたい場合は、画面上のチャンネル登録ボタンをクリックしてください。
＊ NICTホームページ（http://www.nict.go.jp/）の「ビデオライブラリ」からYouTube NICT Channelをクリックいただいてもアクセスできます。
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NICTの活動をYouTube公式チャンネル
“NICT Channel”で動画配信開始

　NICTは研究成果や活動を広く皆様にご紹介する目的で、動画配信サイトYouTubeに公式チャンネル
“NICT Channel”を開設しました。これまでに、「週刊宇宙天気ニュース」、「未来社会のためのネットワー
ク維新」、「時空標準」など、多数のコンテンツを配信しております。今後も、高度情報通信社会を支える
NICTの研究開発やその成果を、教育や身近な生活に役立つ映像情報として、どんどん追加していきます。
ぜひご覧下さい。
http://www.youtube.com/user/NICTchannel

●The First Asian Network-Based Speech-to-Speech Translation System by the A-STAR Consortium
ネットワーク型音声翻訳システムの共同研究に取り組むA-STAR(Asian Speech Translation Advanced Research 
Consortium）の成果を英語で紹介しています。

●「超」多言語翻訳
21言語に対応しスマートフォンで
動作する、｢超｣多言語翻訳システム
を紹介しています。

●週刊宇宙天気ニュース
宇宙空間の電磁環境の概況と予報
をお伝えしています。磁気圏に関す
る専門知識をわかり易く解説した
豆知識も好評です。

YouTube“NICT Channel”アクセス方法

●新世代ネットワーク「未来社
会のためのネットワーク維新」
既存の技術では解決困難な
課題や限界に、新しい設計
思想に基づき取り組む、新
世代ネットワークの研究開
発を紹介しています。

●時空標準
　―究極の時計をめざして―
正確な日本標準時の維持、
標準電波送信、衛星測位技
術、光時計の研究開発など
を紹介しています。



施設一般公開は、上記の他にも、神戸研究所：7月24日（土）、鹿島宇宙技術センター：7月31日（土）に開催します。
また、けいはんな研究所と沖縄亜熱帯計測技術センターについては、秋頃に開催を予定しています。
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